
大
会
速
報
【
か
わ
ら
版
】
第
三

号
で
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、

七
月
八
日
に
、
四
日
市
別
院
を
会

場
に
、
十
月
の
本
大
会
の
プ
レ
大

会
と
位
置
づ
け�
大
分
教
区
若
婦

人(

女
性)

聞
法
の
集
い�
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
集
い
に
は
本
大
会

講
師
の
梶
原
陽
子
さ
ん
、
季
平
博

昭
さ
ん
両
名
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
本
大
会
に
は
年
齢
制
限
で

参
加
い
た
だ
け
な
い
会
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
仏
婦

(

親
婦)

会
員
さ

ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
二
〇
〇

名
を
越
え
る
女
性
の
集
い
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
、【
か
わ
ら
板
】

第
三
号
か
ら
、
感
想
を
再
掲
い
た

し
ま
す
。

梶
原
さ
ん
の
、
基
調
講
演
で
は
、

梶
原
さ
ん
自
身
が
歩
ま
れ
、
そ
し

て
現
在
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
を
、
と
て
も
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
、
涙
さ
れ
る
参
加
者
の
姿
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
演
後
に

は
、｢

若
い
う
ち
に
こ
の
お
話
を

聞
い
て
た
ら
間
違
わ
ん
か
っ
た
の

に｣

、｢

う
ち
の
嫁
に
ぜ
ひ
聞
か
せ

て
や
り
た
い
。
十
月
の
大
会
に
参

加
さ
せ
た
い｣

な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

季
平
さ
ん
の
ま
と
め
の
講
話
は
、

午
前
中
の
梶
原
さ
ん
の
講
演
を
受

け
、
さ
ら
に
、
こ
の
私
の
問
題
、

が
ん
ば
れ
な
い
姿
、
こ
の
ま
ん
ま

の
私
な
ど
、
講
題
の

｢

と
も
に

い
の
ち

か
が
や
く

世
界
へ｣

を
も
と
に
、
自
身
の
経
験
か
ら
身

近
に
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
堂
の
中
は
、
笑
い
に
包
ま
れ
た

り
、
大
い
に
う
な
づ
い
た
り
と
時

間
を
忘
れ
て
聞
き
入
っ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。｢

先
生
の
語
り
に
引

き
込
ま
れ
、
や
さ
し
く
話
し
て
い

た
だ
き
、
法
話
を
は
じ
め
て
素
直

に
聞
け
た｣

、｢

私
の
こ
と
と
し
て

聞
い
て
い
き
た
い｣

な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
で
は�
話
し
合

い
法
座�(
分
散
会)

を
行
い
ま

す
。
法
座
の
座
長
さ
ん
を
対
象
と

し
た
研
修
会
が
八
月
二
十
六
日
、

別
府
別
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
座
長
さ
ん
も
四
十
五
歳
以
下

の
年
齢
制
限
を
設
け
た
た
め
新
た

に
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
。
中
に

は
初
め
て
、
お
寺
に
関
わ
る
方
も

お
ら
れ
、
不
安
い
っ
ぱ
い
の
参
加

者
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
先
の
季
平
さ
ん
を

講
師
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
進

行
、
そ
し
て
大
会
の
テ
ー
マ

｢

い

だ
か
れ
て｣

に
つ
い
て
、
集
中
し

て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

お
、
当
日
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
、

ま
だ
ま
だ
不
安
な
方
の
た
め
の
研

修
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
深
く
学
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
月
に
迫
っ
た
、
若

婦

(

女
性)

大
会
で
す
。
こ
の
大

会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
若
婦

人
の
み
な
さ
ん
が
、
大
会
後
の
活

動
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
願
い
も
持
ち
つ
つ
、
準
備
を
す

す
め
て
お
り
ま
す
。
教
区
の
皆
さ

ま
に
は
、
ど
う
ぞ
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

田
原
編
集
委
員)
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｢

真
宗
大
分｣

や

｢
法
の
海｣

を
編
集
し
て
い
る
大
分
教
区
広
報

部
で
は
、
本
年
六
月
二
十
七
日
、

広
報
活
動
の
研
究
の
た
め
、
ご
本

山
西
本
願
寺
に
研
修
旅
行
を
企
画

し
た
。
国
内
・
海
外
の
教
区
報
・

寺
報
な
ど
、
ご
本
山
に
集
ま
っ
て

く
る
新
聞
類
を
見
て
、
今
後
の
参

考
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

☆

☆

当
日
は
、
十
二
時
三
十
分
に
宗

務
総
合
庁
舎
一
階
に
参
集
し
、
午

後
一
時
よ
り
渉
外
・
広
報
担
当
の

中
村
澄
枝
総
局
公
室
部
長
に
ご
案

内
い
た
だ
い
て
、
庁
舎
地
階
の
資

料
室
に
入
り
研
修
を
開
始
し
た
。

資
料
室
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
寺
報
・
組
報
・
教
区

報
を
始
め
、
海
外
開
教
区
の
ニ
ュ
ー

ス
、
他
宗
派
の
広
報
誌
な
ど
、
数

多
く
の
広
報
紙
誌
が
集
積
さ
れ
て

い
る
。
四
時
間
弱
の
限
ら
れ
た
時

間
で
調
べ
尽
く
せ
る
は
ず
も
な
い

が
、
部
員
一
同
、
今
後
の
教
区
報

や
寺
報
の
編
集
の
参
考
に
し
よ
う

と
目
を
通
し
て
い
っ
た
。

☆

☆

寺
報
・
教
区
報
を
問
わ
ず
全
体

的
に
、
文
字
数
を
少
な
く
し
写
真

を
多
く
載
せ
る
傾
向
が
強
ま
り
、

カ
ラ
ー
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、

Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版
へ
の
変
化
、

縦
書
き
か
ら
横
書
き
へ
の
流
れ
も

感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

｢

真
宗
大
分｣

・｢

法
の
海｣

と
も

に
改
善
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

☆

☆

夜
に
は
、
企
業
へ
の
協
賛
依
頼

の
た
め
に
京
都
を
訪
れ
た
若
婦
九

州
大
会
実
行
委
員
さ
ん
と
合
流
し
、

中
村
部
長
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
っ
た
。

☆

☆

そ
も
そ
も
、
今
回
の
研
修
旅
行

は
、
二
年
に
一
度
開
催
し
て
き
た

大
分
教
区
寺
報
講
習
会

(

寺
院
教

化
広
報
活
動
研
修
会)

の
参
加
者

減
少
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
企
画

さ
れ
た
。
参
加
者
減
少
の
原
因
と

し
て
は
、
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌

法
要
に
お
い
て
御
門
主
様
が
寺
報

の
発
行
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と

や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
充
実
に
よ

り
、
教
区
内
で
も
多
く
の
寺
院
で

寺
報
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

『

宗
報』

等
で
の
情
報
の
普
及
に

よ
り
、
講
習
会
で
学
ぶ
こ
と
へ
の

ニ
ー
ズ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

☆

☆

ま
た
、
例
え
ば
か
つ
て
厳
禁
で

あ
っ
た
ハ
ラ
キ
リ
が
コ
ピ
ー
し
や

す
い
よ
う
に
全
国
紙
で
も
公
然
と

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
情

報
量
重
視
か
ら
見
や
す
さ
重
視
へ

と
価
値
観
が
変
化
し
た
り
し
て
、

画
一
化
さ
れ
た
編
集
方
法
と
い
う

も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現

状
も
あ
り
、
寺
報
講
習
会
そ
の
も

の
が
成
立
し
な
い
時
代
に
な
っ
た

と
も
言
え
る
。

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
教
区
報

編
集
者
と
し
て
広
報
部
員
自
身
が

学
ぶ
と
同
時
に
、
寺
報
未
発
行
の

寺
院
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
か
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
。

☆

☆

最
後
に
、
寺
報
未
発
行
の
寺
院

の
皆
さ
ん
へ
、
現
状
で
の
提
言
を

一
つ
。

大
分
教
区
広
報
部
で
は
、
寺
報

の
代
わ
り
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
門
信
徒
向
け
の
広
報

紙

｢

法
の
海｣

を
年
二
回
、
七
月

と
十
一
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

夏
の
号
は
お
盆
な
ど
夏
の
法
座
案

内
と
一
緒
に
、
冬
の
号
は
報
恩
講

法
要
の
案
内
と
一
緒
に
、
御
門
徒

様
に
配
布
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難

い
と
存
じ
ま
す
。
寺
報
発
行
体
制

を
整
え
る
ま
で
の
一
時
的
な
利
用

で
結
構
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
購

読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。(

大
在
編
集
委
員)
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県
北
の
地

中
津
組
寺
院
の
概
況

中
津
組
は
、
駅
を
中
心

(
車
で

十
分
以
内)

に
十
二
ヶ
寺
、
沖
代

平
野
を
囲
む
よ
う
に
三
ヶ
寺
、
旧

三
光
村
に
一
ヶ
寺
、
狭
い
範
囲
に

十
六
ヶ
寺
の
寺
院
が
教
化
活
動
に

専
念
し
て
い
ま
す
。
駅
の
ホ
ー
ム

に
立
て
ば
、
ほ
ぼ
全
ヶ
寺
が
見
え

る

(

位
置
が
分
か
る
…)

た
め
、

十
六
ヶ
寺
回
っ
て
も
一
時
間
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
近
隣
寺
院
が
多
い

た
め
、
寺
族
の
会
合
も
多
く
、
知

恩
講

(

住
職)

・
坊
守
講

(

坊
守)

・
若
藤
会

(

若
坊
守)

と
、
各
寺

持
ち
回
り
で
毎
月
開
催
さ
れ
、
仏

参
法
話
聴
聞
後
、
連
絡
事
項
や
議

題
に
そ
っ
た
話
し
合
い
や
研
鑽
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
返
り
の
組
に

今
年
度
か
ら
大
遠
忌
法
要
に
向

け
て
の
五
年
任
期
の
執
行
部
は
、

五
十
歳
代
の
組
長
に
、
四
十
歳
代

の
相
談
員
、
副
組
長
二
名
で
す
。

前
住
職
様
方
が
後
継
住
職
に
譲
り

早
め
に
退
任
さ
れ
、
三
十
〜
五
十

歳
代
の
住
職
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

年
輩
住
職
や
前
住
職
方
が
、
後
ろ

か
ら
前
か
ら
後
押
し
補
佐
し
、
若

住
職
新
院
も
話
し
合
い
の
中
で
、

若
い
中
津
組
が
動
き
だ
し
ま
し
た
。

組
の
基
推
の
組
織
は
、
十
五
の

教
化
部
門
に
別
れ
て
お
り
、
全
法

中

(

一
部
坊
守)

が
役
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
住
・
住
職
・
新
院
合

わ
せ
る
と
、
二
十
数
名
も
の
法
中

は
、
兼
職
者
は
少
な
く
、
法
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全

寺
院
を
二
班
に
分
け
て
、
連
研
講

師
陣
や
年
二
回
の
布
教
大
会
出
講
、

ま
た
相
互
扶
助
制
度
引
き
受
け
も

こ
な
し
て
い
ま
す
。

組
活
動
の
活
性
化
を

組
と
教
区
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

組
内
住
職
、
門
徒
が
、
教
区
相
談

員
・
宗
会
議
員
・
仏
婦
連
盟
委
員

長
・
少
年
連
盟
委
員
長
・
仏
青
連

盟
委
員
長
の
役
職
を
任
さ
れ
て
い

る
た
め
、
教
区
教
団
の
意
向
を
聞

き
つ
つ
、
組
活
動
の
活
性
化
に
む

け
て
助
言
を
い
た
だ
け
る
こ
と
で

す
。各

種
研
修
会
の
他
に
、
特
に
連

研
は
、
婦
人
会
の
連
研
を
二
十
数

年
続
け
、
そ
の
後
現
在
教
団
の
推

進
す
る

｢

話
し
合
い
法
座｣

の
連

研
に
移
行
し
て
五
期
目
に
入
り
ま

し
た
。
今
年
初
め
て
中
央
研
修
へ

四
人
の
修
了
生
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
門
徒
推
進
員
と
し

て
、
連
研
や
各
寺
の
中
で
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
中
津
組
の
仏
婦
連

盟
発
足
五
十
年
を
迎
え
る
た
め
、

来
春
の
記
念
行
事
祝
賀
会
に
向
け

て
た
だ
今
準
備
の
最
中
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
夏
休
み
は
、
第

五
回
目
と
な
る
児
童
念
仏
奉
仕
団

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

社
会
に
向
け
て
は
、
組
で
作
成

し
た

｢

葬
儀
の
し
お
り｣

配
布
に

あ
た
り
、
市
内
の
葬
祭
業
者
と
の

情
報
交
換
を
交
え
た
勉
強
会
を
開

催
し
、
本
来
の
浄
土
真
宗
の
葬
儀

の
有
り
様
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。
迷
信
俗

信
の
打
破
は
、
ま
ず
葬
祭
場
か
ら
…

二
回
目
も
開
催
予
定
で
す
。

独
自
な
活
動
と
し
て

中
津
組
に
は
、
伝
灯
奉
告
法
要

後
に
始
ま
っ
た
相
互
扶
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
法
座
の
講
師
依
頼
や

葬
儀
法
事
の
加
勢
を
組
で
受
け
、

二
班
態
勢
で
援
助
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
代
務
住
職
の
寺
院
に
対
し

て
は
後
継
住
職
が
育
つ
ま
で
、
当

該
寺
院
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
相
互
援
助
し
て
い
く
態
勢
を

と
っ
て
い
ま
す
。

親
鸞
さ
ま
に
聴
く
会
も
、
四
十

三
回
目
を
迎
え
ま
す
。
記
念
大
会

講
師
に
は
、
第
三
十
回
は
永
六
輔

さ
ん
、
第
四
十
回
は
ひ
ろ
さ
ち
や

さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
門
信
徒
と
僧
侶
一

丸
と
な
っ
て
、
ご
法
義
繁
盛
の
た

め
邁
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
の
活
動

近
隣
に
増
え
た
老
健
施
設
等
に

お
け
る
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
準
備
中
で
す
。
ま
ず
、
組

単
位
で
出
来
る
事
か
ら
と
、
法
話

会
や
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
ま

ず
寺
族
自
身
が
研
修
研
鑽
を
つ
ん

で
、
門
徒
と
共
に
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

『

と
も
に
い
の
ち

か
が
や
く

世
界
へ』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

大
遠
忌
法
要
に
向
け
、
門
徒
と
僧

侶
の
間
で
と
も
に
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
、
基
幹
運
動
を
推
進
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

(

中
津
組
組
長
記)
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城
下
町
中
津
に

念
仏
の
礎
を

各組
めぐり
⑪
中津組

40回記念大会にて臨時の組コーラス結成

第5回･大分教区･中津組合掌子ども会･児童念佛奉仕団



親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
記

念
と
し
て
平
成
十
九
年
九
月
二

十
二
日

(

土)

〜
十
一
月
十
八

日

(

日)

に
開
催
さ
れ
る
。

こ
の

『

本
願
寺
展』

は
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
大
遠
忌
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

数
あ
る
本
願
寺
ゆ
か
り
の
文
化
遺

産
と
美
の
中
か
ら
、
国
宝
四
件
、

重
要
文
化
財
二
四
件
を
含
む
約
一

三
〇
件
が
一
同
に
会
し
ま
す
。
九

州
の
地
で
は
初
め
て
の
大
規
模
の

本
願
寺
展
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
展
観
さ
れ
ま

す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

展
覧
会
は
全
四
章
か
ら
構
成
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

第
一
章

親
鸞
聖
人
の
事
蹟
と

信
仰

第
二
章

本
願
寺
歴
代
の
肖
像

と
聖
教

第
三
章

ゆ
か
り
の
至
宝

―
名
筆
・
茶
の
湯
・
障
壁
画
―

第
四
章

大
谷
探
検
隊
と

仏
教
伝
来
の
道

【
主
な
展
示
作
品
】

(
)

内
は

展
示
期
間
。
親
鸞
聖
人
熊
皮
御
影

(

十
月
二
三
日
〜
十
一
月
十
八
日)

観
無
量
寿
経
註

(

九
月
二
二
日
〜

十
月
二
一
日)

・
阿
弥
陀
経
註

(

十
月
二
三
日
〜
十
一
月
十
八
日)

。

慕
帰
絵
・
歎
異
抄
・
三
十
六
人
家

集
は
、
期
間
内
に
ペ
ー
ジ
替
・
場

面
替
は
あ
る
も
の
の
全
期
間
展
示

が
な
さ
れ
る
。

大
谷
探
検
隊
将
来
の
伏
義
女�

図

(

ふ
く
ぎ
じ
ょ
か
ず
。
九
月

二
二
日
〜
十
月
二
一
日)

、
菩
薩

頭
部

(

全
期
間)

な
ど
が
展
示
さ

れ
る
。
期
間
中
は
、
出
陳
作
品
の

保
存
の
観
点
か
ら
、
頻
繁
に
展
示

替
・
場
面
替
・
ペ
ー
ジ
替
を
行
う

予
定
。｢

展
示
替
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
会
場
内
の

パ
ネ
ル
・
配
布
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す｣

と
の

こ
と
。
会
期
中

｢

大
谷
探
検
隊
と

仏
教
伝
来
の
道｣

に
関
連
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
予
定
。
本
稿
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

九
州
国
立
博
物

館｣

よ
り
作
成
。(

北
畠
編
集
長)

【
法

要
】

大
海
組

妙
蓮
寺

平
成
19
年
４
月
29
〜
30
日

蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法
要

新
築
・
改
築
落
成
慶
讃
法
要

記
念
法
話

小
山
一
行
師

豊
後
高
田
組

西
生
寺

平
成
19
年
５
月
13
日

第
十
四
世
住
職
継
職
奉
告
法
要

本
堂
改
修
落
成
慶
讃
法
要

寺
基
四
百
年
記
念
法
要

記
念
式
典
・
法
話

佐
藤
哲
英
師

【
住
職
就
任
】

胤
末

宣
明(

平
19
・
７
・
23)

水
智

浄
志(

平
19
・
８
・
６)

摂
受

定
信(

平
19
・
８
・
15)

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
生
前
の
ご
苦
労
を
偲
び

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

○
森
部

弘
信(

平
19
・
５
・
21)

日

田

組

浄
徳
寺

衆

徒

○
小
野

一
枝(

平
19
・
５
・
29)

日

田

組

円
成
寺

坊

守

○
大
畑

千
鶴(

平
19
・
６
・
18)

豊
後
高
田
組

仏
照
寺

前
坊
守

○
摂
受

静
波(

平
19
・
６
・
30)

中

津

組

光
楽
寺

住

職

○
中
尾
キ
ヌ
子(

平
19
・
７
・
16)

下
毛
中
組

浄
福
寺

前
坊
守

○
首
藤

常
信(

平
19
・
８
・
26)

大

海

組

福
正
寺

衆

徒

先
日
、
福
岡
の
高
等
裁
判
所
の

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
飲
酒

運
転
で
子
ど
も
さ
ん
三
人
が
亡
く

な
っ
た
裁
判
が
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
傍

聴
席
・
検
察
官
席
・
弁
護
士
席
・

裁
判
官
席
に
座
ら
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
被
告
人
席
に
は
…
、
や
っ

ぱ
り
座
り
た
く
な
い
席
で
す
ね
。

で
も
、
建
物
は
き
れ
い
で
、
明
る

く
し
て
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
事

件
の
内
容
は
、
だ
ん
だ
ん
深
刻
・

複
雑
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
部

屋
数
や
広
さ
が
た
ら
ず
、
増
や
さ

な
い
と
対
応
出
来
な
い
と
、
聞
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、｢

裁
判
員
制
度｣

が
始
ま
り
ま
す
。
二
年
後
に
は
、

あ
な
た
も
裁
判
員
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
る
の
に
は
、

責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
、
裁
判

で
は
人
の
生
死
が
か
か
わ
っ
て
き

ま
す
。『

い
の
ち』

に
対
す
る
、

自
分
の
思
い
が
問
わ
れ
る
よ
う
な

気
が
し
、
胸
が
き
ゅ
っ
と
締
め
つ

け
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

(

佐
藤
編
集
委
員)
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本
願
寺
展
―
親
鸞
と
仏
教
伝
来
の
道
―

九
州
国
立
博
物
館

３
階
特
別
展
示
室

編
集
後
記

お

く

や

み

お
よ
ろ
こ
び
記
事

大谷探検隊将来の菩薩頭部


